啓林館　生物基礎 改訂版（生基315）　観点一覧

(１)　内容の取り扱い

・豊富な内容がわかり易く記載されており，大学に進学する生徒の多い学習実態に合致している。

・探究活動の例として科学史上重要なフックの細胞の発見過程を取り上げ，序章から生徒の関心を高めるとともに，細胞への導入がスムーズに行われるように配慮した。

・第3部の記述を重視し，ヒトの生物学としての取り扱いを重視した。特に免疫の扱いを重視するとともに模式図を正確で理解しやすいものに改良した。

・教科書の順序通りに展開すると第4部の学習は3学期になる。展開順を変更して第1部の後に学習することも可能なように第4部では「発展」を少なくし，読む要素より見る要素を盛り込んだ。

・第4部のバイオームでは効果的な写真とグラフ及びマークデザイン，代表的な植物図鑑を配置し，生徒の目に楽しくかつ有用なデザインとした。表紙表見返しには第1部，裏表紙見返しには第4部に関連するデータと興味深い写真を掲載した。

・本文の学習に続いて，適切な箇所で「資料学習」を置いており，これらの問題を考えることによって資料を読みとる力などの応用力がつくように工夫した。

・実験を精選し，準備や展開に手間がかからないものや，ほとんどの学校で実施されているような従来実験を優先した。ただし，ヒトのＤＮＡの抽出など教育効果の高い重要な実験は紹介している。実験方法は丁寧に記述されており，授業をスムーズに進めやすく工夫した。

(２)　構成・分量

・判型を広くして余裕のあるレイアウトを可能にした。

・見開き展開で授業の進度に対応しやすい構成に改良した。

・指導要領の通りに大別・再構成されている。

・部末に「学習のまとめ」と「一問一答」を置き，生徒が自身で達成度を振り返るのに役立つよう配慮した。「演習問題」は定期試験の事前対策の問題として活用できるレベルに設定した。

・本文の補足説明は「参考」として，発展的内容は「発展」として豊富に扱っており，生徒の学習段階や関心に応じた学習が効果的になされるように配慮した。「参考」の内容を見出しで「理解」「話題」「科学史」に分類し，生徒の関心に沿う工夫をした。

・巻末に｢実験の注意事項｣「野外調査のルールと注意事項」｢コンピュータの利用例｣｢報告書の作成例と研究発表のポイント｣等，豊富な資料の掲示があり，生徒に実験・観察等をさせる場合，使いやすくなっている。

(３)　表記・表現および指導上の便宜

・本文の記述は平易で丁寧であり，理解しやすいように配慮した。

・図を全面的に改良し，生徒の理解を助け，学習効果を高めるような配慮をした。

・すべての頁に図や写真を配置し，文字だけの頁は作らなかった。

・生徒が迷うと予測できる点は「アドバイス」，見逃しやすい重要な点は「ポイント」，興味を持てる雑学的知識は「豆知識」として，それぞれ適切な箇所にわかりやすいデザインで配置した。

・探究活動は実験方法を図解で丁寧に解説しており，読むだけでも十分理解されるようになっている。発表例示もあり，生徒の自主的・自学的学習を促す配慮がなされている。

